先日、 竹 村 書房 は、 今官 一 君の 第一 創作 集 「海鷗 の 

章」 を 出版した。 装幀 瀟洒な 美本で ある。 今 君 は、 私 

と 同様に、 津 軽の 産で ある。 二人 逢う と、 葛 西 善 蔵 氏 

の 碑 を、 郷里に 建てる 事に 就いて、 内談す る。 もう 十 

年 経って、 お 互い 善 蔵 氏の 半分 も 偉くな つた 時に 建て 

ようとい う 内談な の だから、 気の 永い 計画で ある。 ム マ 

君 も、 これまで ずいぶん 苦しい 生活 をして 来たよう で 

ある。 この 「海鷗 の 章」 に 依って 報いられる ものが あ 

るよう に 祈 つてい る。 

今 君 は、 此の 雑誌 (現代 文学) に、 バウ 口の 事 を 書 

いていた ようで あるが、 今 君の 聖書に 就いての 知識 は、 



ところどころに 於いて 思い 浮べた。 四 書簡の 中で、 コ 

リント 後書が 最も 情熱 的で ある。 謂わば、 ろれつが 廻 

ら ない 程に 熱狂 的で ある。 しどろ もどろ である。 訳文 

の 古拙な せいば かりで も 無い と 思う。 

「わが 誇る は 益な しと 雖も 止む を 得ざる なリ、 茲に主 

しめし 

の 顕示と 黙示と に 及ばん。 我 は キリスト にある 一 人の 

人 を 知る。 この 人、 十四 年 前に 第三の 天にまで 取り去 

ら れたリ (肉体に て か、 われ 知らず、 肉体 を 離れて か、 

われ 知らず、 神し リ 給う) われ は斯の ごとき 人 を 知る 

(肉体に て か、 肉体の 外にて か、 われ 知らず、 神し り 給 

ことば 

う) かれ パラダイスに 取り去られて 言い 得ざる 言、 人 



キリストの 能力の 我 を 庇わん ために、 寧ろ 大いに 喜び 

よわき 

て 我が 微弱 を 誇らん。 この 故に 我 は キリストの 為に、 

なやみ 

微弱、 恥辱、 艱難、 迫害、 苦難に 遭う こと を 喜ぶ。 そ 

は 我、 よわき 時に 強ければ なり ご と 言って みたが、 ま 

だ 言い足り ず、 「われ 汝らに 強いられて 愚かに なれり、 

我 は 汝らに 誉めら るべ かリ しな リ。 我は教 うるに 足ら 

ぬ 者 なれ ども、 何事に も かの 大使 徒た ちに 劣ら ざり し 

なリ ごと 愚痴に 似た 事 を さえ、 附け 加えて いる。 そう 

して、 おしまいに は、 群集に、 ごめんなさい、 ごめん 

なさい と、 あやまつ ている。 まるで、 滅茶苦茶 である _ 

この コ リント 後書 は、 神学者た ちに とって、 最も 難解 



な ものと せられて いる 様で あるが、 私たちに は、 何 だ 

か、 一 ばんよ くわ かるよう な 気がする。 高揚と 卑屈の、 

ほ ん 

あの 美しい 混乱で ある。 他の 本で 読んだ の だが、 バウ 

口 は、 当時の キリスト 党から、 ひどい 個人攻撃 を 受け 

たそうで ある。 

一、 彼の 風采 上らず、 その 言語 野卑な り。 例えば、 

ふみ かたち 

(その 書 は 重く、 かつ 強し。 その 逢う ときの 容貌 は 

ことば いや 

弱く、 言 は 鄙し。) と言われ、 バウ 口 は 無念そう に、 

(我 は 何事に も、 かの 大使 徒た ちに 劣らず と 思う。 

つたな 

われ 言葉に 拙 けれども 知識に は然ら ず、 凡ての 事 

にて 全く 之を汝 らに顕 せり。 われ 汝らを 高う せん 



みずから ひく 

ために 自己 を卑 うし、 価な くして 神の 福音 を 伝えた 

る は 罪な り や。) と 反問して いる。 

二、 横暴な り。 破壊的な り。 

三、 自家 広告が 上手で、 自分の ことば かり 言って い 

る。 

四、 臆病な リ。 弱い 男な り。 意気 楊らず。 

わるだくみ 

五、 不誠実。 悪 巧 をす る。 狡猾で あり、 詭計 を 以て 

掠め取る という こと。 

六、 彼の 病気。 癲癇で はない か。 (肉体に 一 つの 剌 

を 与えら る 云々。) 

七、 彼が 約束 を 守らぬ という こと。 



その他、 到れり 尽 せりの 人身攻撃 を 受けた ようで あ 

る。 (塚 本 虎二 氏の 講義に 拠る。) 

今官ー 君が、 いま、 バウ 口の 事 を 書いて いるの を 知 

り、 私 も 一夜、 手垢の 附 いた 聖書 を 取り出して、 バウ 

口の 書簡 を 読み、 なぜ だか、 しきりに 今官ー 君に 声援 

を 送りた くな つ た 次第で ある。 
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